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2Xa－4 居住地域における水環境整備に関する研究
　　～奈良県のため池を事例として～
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　方法「ため池」周辺の整備による公園化を取り挙げ、居住地域に「ため池公園」が数
多くある奈良県大和高田市で、利用実態、意識について留置式アンケート調査を中学生以
上の居住者に対し行った。調査地区は４箇所のFため池公園jに囲まれる位置にある。有
効回収票は404票で、解析にあたり単純集計、クロス集計を行った。
　結果調査により、居住者は、「ため池」が水や緑の自然景観要素としても非常に重要
なので、埋め立てるよりも「池」を残す方向で今後整備する事が望んでいる。しかし、親

満の声も多く、今後についての意見としては、池の水の浄化、池周辺
木、遊具、砂場、照明、遊歩道、駐車場等の設置、自然環境を残すこ
遊べる環境、利用者のモラル向上が必要、というものなどがあった。
よる利用を促進し、居住環境をより快適なものにするためには、行政
住民の意見の反映された整備が不可欠との声も多い。

2Xa－5
韓國の水質汚染の柵化方向
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且M:韓國の水質汚染の特性と愛遷過程に對する基礎的な情報を提供し,これを通じて，水質
汚染の方向性を像想し，この對策と政策の樹立の基礎資料にしようとした．

五迭=新聞を利用した資料分析法によった．分析資料は日間紙の中で東亜日報を選揮し，

　1920年の創刊胱から1993年までの水質汚染をあつかった總447件の記事を使用した．
結果･■①水質汚染開聯記事の傾向は記事叡と記事のm徴ともに1970年代以前は低調たった

が，1970年代から急噌し1980年代, 1990年代に績いて開心の對象になっていた.

　②水質汚染の内容を見ると，ア)汚染源は192滓代の糞尿汚染から, 1970年代は工場癈水，

生活下水，開発，油等が集中的に現われはじめ, 1980年代と1990年代は大きな愛動をなく，

汚染内容が深化しはじめた．イ)被害は1970年代から初め, 1980年代は水源池汚染，水道水

の汚染，生態界破壊，健康被害等に多様化し, 1990年代には汚染の形態が深化した．ウ)管

理及び對策は1920年代から學論しはじめたが管理機開が孤立されなかったため政策の修行
が悪かったが, 1990年に環境處の発足で水質管理が一元化し，本格的に推進された.

　③水質汚染関聯の總記事数の受化，記事単数の受化，主題の分類及び内容分析を綜合し韓
國の水質汚染を区分した．ア)1920年-1971年(水質汚染1期),イ)1972年-1978年(水質汚

染2期),ウ) 1979年-1990年(水質汚染3期),エ) 1991年-1993年(水質汚染4期).

　上記の分析より現在韓國は水質汚染全般にかけて問題が出ているといえる．したかって
今からはもう現われた水質汚染問題の解決のため，本研究にしたかった賞敵性のある水質

汚染管理と環境政策の推進，環境教育の披大，環境運動への積極的な參輿等が望まれる．
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